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1.はじめに

1.1 本稿の目的

本稿の目的は,日本語の ｢名詞+の+名詞｣で

表わされるところのものが,韓国語でいかに現れ

るかをめぐって,既存の先行研究ではほとんど注

目されてこなかった,(第3の類型)について表

現様相論の立場から(1)考察することにある｡ 言語

資料としては,日本語で書かれた小説とその韓国

語の翻訳書を用いた｡また,日本語の ｢名詞+の

+名詞｣に対応する韓国語の類型の分布を示すた

め,計量調査をもあわせて行った｡

1.2 問題提起 :｢名詞+の+名詞｣をめぐる

日韓対照研究のあり方をめぐって

日本語の ｢名詞+の+名詞｣に対応する韓国語

の類型として,ほとんどの先行研究(2)及び学習

香 (3),辞書類(4)では,以下の2つの類型のみを提

示している :(5)

｢名詞+の+名詞｣- ｢名詞+句 (lit.の)

+名詞｣

｢名詞+の+名詞｣- ｢名詞+¢+名詞｣

また,上記の2つの類型においても,以下の例

のように,｢の｣の前後の名詞が韓国語で一致 し

て現れることを前提に議論が進められる :

金 恩 愛

｢恋匝]悲しみ｣

- ｢人相 司 書音 (lit.恋回 悲しみ)｣

｢音楽回 先生｣

- ｢%olt射 BTB (lit.音楽[劃先生)｣

しかし,例えば,日本語を母語とする韓国語学

習者が,(日本語の ｢名詞+の+名詞｣-韓国語

の ｢名詞+｢9](lit.の)｣名詞 /｢名詞+¢+名

詞｣)といった,先行研究で提示されているよう

な情報しか持っていない場合,以下のような日本

語を韓国語でどのように表現するのだろうか :

雨匝]日｡ぼ くは,昔回 彼女から匝座 一回

プレゼント回 消しゴム付き回 黄色い鉛筆を,

間に合わせ回 メガネでじっと見ている｡通り

すがり匝 】派手などアス回 女の子回 幼さを帯

びた顔が,前を歩いている白髪混 じり回 年

配回 男性回 よぼよぼ回 足取りが･･････残業帰

り回 彼女 と回 いつ も回 スパゲ ッテ ィが,

桜[司 季節,彼女 と交わ した約束回 数々が,

間に合わせ回 メガネ匝]今[司 ぼくには,遠い

昔匝匿 だ回 思い出･･･(6)

はたして,日本語の ｢名詞+の+名詞｣に対応

する韓国語の表現は,｢名詞+句 (lit.の)+名詞｣

もしくは ｢名詞+め+名詞｣の2つの類型しか存

在しないのだろうか｡もし既存の研究で指摘され
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ている2つの類型以外に存在する類型があるとし

たら,どのようなものがあるのだろうか｡また,

そういった第 3の類型は,実際のテクス トにおい

てどれほど現れるのであろうか｡これが本稿の問

いである｡

1.3 研究の方法

1.3.1 言語資料

計量調査に用いた言語資料は,以下の通 りであ

る :

日本語 :小説の原テクス ト (10冊)

韓国語 :日本語資料の韓国語版翻訳テクス ト

(10冊)

日本語,韓国語とも,作家や翻訳者による個人

差という要因を少 しでも抑えるために,重複は避

けた｡全ての資料は,本稿末尾に示す｡日本語の

言語資料の選択にあたっては,土ロtalqlヲl[野

間秀樹](2002)に倣った(7)｡

1.3.2 研究対象

研究対象とする日本語の ｢名詞+の+名詞｣は

以下のようなものである :(8)

名詞十の+名詞 :明日のパン

名詞+助詞+の+名詞 :友だちとの約束

名詞+副助詞+の+名詞 :紺からの結婚祝い,

昨日までの雨

1.3.3 計量調査

1.3.1の日本語の言語資料から,一つの作品あ

たり,作品の冒頭から100文ずつ,全 1,000文を

収集 した｡そのうち,本稿が研究対象とする日本

語の ｢名詞+の+名詞｣は,全 616例現れた｡計

量調査では,日本語の ｢名詞+の+名詞｣に対応

する韓国語の類型として表 1の3つに大別 した｡

本稿では,類型の分類にあたって,既に先行研

究で指摘されている第 1の類型,第 2の類型とは

別に (第 3の類型)を設定 した｡これにより日本

語の ｢名詞+の+名詞｣に対応する韓国語の表現

として既存の先行研究ではほとんど注目されてこ

なかった (第 3の類型)が全体の中でどのぐらい

の割合を示すかを明確に確認できよう｡

2.計量調査の結果

以下,計量調査の結果を見てみよう｡

表 2の計量結果をみると,日本語の ｢名詞+の

+名詞｣の全 616例中,｢名詞+の+名詞｣が韓

国語で ｢名詞 +句 (lit.の)+名詞｣で現れた例

は,182例,29.5%,｢名詞+¢+名詞｣で現れた

表 1 日本語の ｢名詞+の+名詞｣に対応する韓国語の類型

名詞+の+竺 J 第 1の類型 ｢ 第 2の類型 第 1と第 2の類型以外

表 2 日本語の ｢名詞+の+名詞｣に対応する韓国語の類型の分布

名詞+の+名詞 第 1の類型 第 2の類型 第 3の類型
｢名詞+句 (lit.の)+名詞｣ ｢名詞+¢+名詞｣ 第 1と第 2の類型以外 J

182例,29.5% 215例,34.9% 219例,35.6%

162



日本語の ｢名詞+の+名詞｣は韓国語でいかに現れるか

例は,215例,34.9%である｡

そして,本稿が対象とする (第 3の類型)で現

れたものは,219例,35.6%で最 も高い割合を示

していることが確認できよう｡

3.第 3の類型について

ここでは,日本語の ｢名詞+の+名詞｣が,韓

国語で ｢名詞+9](lit.の)+名詞｣ と ｢名詞+

¢+名詞｣以外の,第 3の類型で現れた例につい

て考察する｡ ここではこうした第 3の類型をもた

らす日本語の構造には,どのようなタイプがある

のか,韓国語の現れ方に注目し,タイプ別に見て

みよう｡

3.1 日本語の ｢名詞+の+名詞｣が韓国語で

｢名詞+用言+名詞｣で現れる場合

例えば, 日本語の ｢お庭の木｣｢田舎のおばあ

さん｣｢ガラスとコンクリー トの高層 ビル｣ と

いった表現が韓国語では ｢増量olloJ≒ LT早 (lit.

お庭に旦旦木)｣｢人l書011711̂J 曹Dlリ (lit.田舎

にいらっしゃるおばあさん｣｢♀司年 書ヨ司三呈

9..iヱ寺望tj (lit.ガラスとコンクリー トでできた

高層 ビル)｣のように,(用言)を伴って現れる類

型がこれである｡ この類型において注目すべきこ

とは,韓国語でも日本語と同じ表現の構造をとっ

て ｢お庭の木｣｢田舎のおばあさん｣｢ガラスとコ

ンクリー トの高層ビル｣のように表現 しても (文

法的に正 しくない-非文)ではないにも関わら

ず,韓国語の翻訳テクス トでは日本語とは異なる

表現構造が選択されているということである｡ 同

一の言語場において複数の可能な表現のうち,吃

ぜある特定の表現がより好まれるのかという使用

頻度の問題は,文法的に正 しいか,正 しくないの

かを問う (文法性)を超え,表現の (自然さ)杏
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考える上で示唆するところが多いだろう｡

3.1.1 ｢同僚のみどり｣タイプ

このタイプについては,既に多 くの先行研究で

指摘されていることであるが,日本語の ｢名詞+

の+名詞｣における前後の名詞の関係が (同格)

の意味を表す場合,韓国語で ｢名詞+-01ヰ (lit.

である)+名詞｣で現れる :

(友人回 シナ リオライター)が上京 して くる

ので,一緒に飲まないか,と く同僚回 みどり)

に声をかけられたのは,～ (篠田/9)

(音量匝 巨 l王司)7T,(尋千回 人国 司且 斗

7t)7t王立呈 且旨tll～(ol増単/10)

(lit.(同僚 である みどり)が,(友人

ナリオ作家)が東京に来るので～)

である

｢友人十回 +シナ リオライター｣,｢同僚+回

+みどり｣のように,｢友人-シナリオライター｣

｢同僚-みどり｣のように同格の関係にある場合,

韓国語では｢友人+

｢同僚+ である

である +シナリオライター｣,

+みどり｣のように現れる｡

3.1.2 く田舎のおばあさん)タイプ

林八龍 (1995),金恩愛 (2003)の指摘のよう

に,日本語の ｢名詞+の+名詞｣における前後の

名詞の関係が (存在)の意味を持つ場合,韓国語

では ｢OJ奴q (lit.ある/いる),7ll人Iq-(いらっ

しゃる)｣を用いた表現で現れやすい :

｢おばあさんが死んだんだって｡ (いなか回 お

ばあさん)｣(湯本 /8)

`̀曹司リ7T-きot7t悪用.(人l書

Ll)."(olゼ司 /8)

(lit. いなかに いらっしゃる

oll7]l̂J

おばあさん)

曹Dl
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上の例を見ていると,日本語の ｢いなかのおば

あさん｣が韓国語では ｢いなかにいらっしゃるお

ばさん｣のように ｢71l人lq (lit.いらっしゃる)｣

とい う形で現れている｡ この場合,助詞 ｢1011

(lit.に)｣を伴って現れる｡ 以下,類例を見てみ

よう :

｢(お庭回 木)はなんですか｣ と聞 くと,～

(川上 /ll)

`̀(召望 oiloJ≒ 司 叫子吉)皇 子壬 叫早oJ7t

A?"(月阜ql/ll)

(lit.(お庭 にある あの木たち)は)

｢丸 くて角のとれてるのは,(地層回 小石)の

特徴だ｡ぼんやりするな｣(湯本 /7)

"号音ヱ 旦7tL十スl落書 蚕書 くスl舌

%き)9]号hlolq-.(oIĴJ司/8)

(lit. (地層 にある小さな石))

oiloJ≒

3.1.3 (アルバイ トの人)タイプ

Martin(1975),影山太郎 (1989,1993)は,｢す

る｣を伴 って動詞化する,｢散歩,研究,活動｣

などの漢語,｢立ち読み,山登 り,買物｣などの

和語および ｢テス ト,プリント｣などの洋語を,

動名詞 (Verbalnoun)と呼んでいるが,こうし

た (名詞 (動名詞の場合)+の+名詞)は,韓国

語では ｢名詞+可中 (lit.する)+名詞｣で現れや

すい:

いつ もな ら,(アルバイ ト匝]女の子)に頼ん

でしまう類の郵便物を,～ (山田/10)

旦音 明 を9_望,(ot三叫ol三 otol)を

ql手早朝 切望 人l人lせ ♀軍書%,～ (ol♀

瑠 /)

(lit.(アルバイ ト
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例えば,上記の (アルバイ ト回 女の子)を,

韓国語では,｢Ot三中 l三極]otol(lit.アルバイ

ト[副 子)｣に言い換えても文法的に間違いでも

なければ,不自然な文でもないのに,韓国語では

｢ot主叫01三 otol(lit.アルバイ ト

という形が選択されるのである｡ 韓国語表現の志

向性の 1つの特徴であろう｡

3.1.4 くコンクリー トの高層ビル)タイプ

これらは (名詞+の+名詞)が,韓国語で ｢名

詞+句中 (lit.なる)+名詞｣で現れた例である :

眠たそうな灰緑色の隅田川の両岸には,(ガラ

スとコンクリー ト回 高層 ビル)が並んでる｡

(石田/7)

土｡lq 7otOot等oll旨 く♀司年 書ヨ司三

ヱ舌望tj)ol喜01月 O,lq.(oot雪亜 /8)

(lit.(ガラスとコンクリー ト

ル))

からなる 高層 ビ

以下は,韓国語の小説では ｢名詞+句中 (lit.

なる)+名詞｣で現れたが,日本語の翻訳テクス

トでは ｢名詞+の+名詞｣の形で現れた例であ

る :

(スl%スIJ召且tja ol辞書 ot斗三)呈 Ol

T̂喜 且望JAl甘スt吉～ (可JAaを/172)

(lit.建てて十五年 になった この古いアパー ト)

(築十五年回 この古いマンション)に引っ越

してきたとき,男は～ (山田佳子 /75-76)

日本語でも,例えば,｢建てて十五年になった

古いマンション｣のように,韓国語と同じ表現構

造が可能なのに,なぜ日本語では ｢築十五年型こ

の古いマンション｣という表現が選択されている
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のかは, 日本語内部における表現の志向性を考え

る上でも重要であろう｡

3.2 日本語の ｢名詞 1+の+名詞 2｣における

｢名詞 1｣が韓国語で用言で現れる場合

ここでは, 日本語の ｢名詞 1+の+名詞 2｣に

おける ｢名詞 1｣が,韓国語で用言を用いて現れ

る類型を考察する｡

第 3の類型の中で最 も多いのかこのタイプであ

る｡ この類 型 にお け る ｢名 詞 1｣は, 金恩愛

(2003)における (重名詞 (heavynoun))(9)ぁ

るいは重名詞句 と概ね一致するが,重名詞はいろ

いろな場面で日本語 と韓国語の表現様相の違いを

もたらす主要な原因として働 く｡

3.2.1 (茶色交 じりの瞳)タイプ

以下の例を見てみると,｢茶色混 じり｣｢血まみ

れ｣ といった単一の名詞が,韓国語では ｢召･ĴJ]

督oJ古寺斗 (lit.茶色混ざった)｣,｢司7t手書 互

三吉 (lit.血がだらだらと流れる)｣のように (用

言)を伴 った形で現れている :

茶色混 じり の睦)の芯 の部分が不安 げに,

～ (辻 /ll)

(ziJ雪 月oJ 古寺斗)辛苦ol昔oJと司$lス1qリ

～ (召せ司 /10)

茶色混ざった

血 まみれ

瞳))

の舌) に焼 きゴテを当て る

シー ンを想像すると,腕に鳥肌が立 った｡(舵

/4)

(司7t書書 互主旨 司) oll 竺 71舎 ヱtll71喜 安

中ql≒ 有望阜 せせせ～ (響 /6)

(lit.(血がだらだらと流れる 舌))

以下は,韓国語の小説では ｢五千スl♀7n7tせ
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婁～ (lit.消 しゴムが付いた～)｣のように用言の

形で現れたところが, 日本語の翻訳テクス トでは

｢消 しゴム付きの～｣のように名詞の形で現れた

例である :

ユ司ヱ 望RllLTコ 司Ĵot胡011号d]oJta(エキスl

♀7n7tせ里 ottfl9]土を Ĵ]9].Il望),～ (阜司

召/24)

(lit.消 しゴムが付いた 妻の黄色い鉛筆)

そ してその机の上にいつ も置かれていた く匝

しゴム付き の黄色い鉛筆),～ (水野健 /101)

日本語でも韓国語 と同じ表現構造をとって,例

えば,｢消 しゴムが付いた 妻の黄色い鉛筆｣の

ように動詞的な表現をとっても非文でもなければ

不 自然な文で もないのに, 日本語では ｢

ム付き

消 しゴ

の黄色い鉛筆｣のように名詞的な表現を

選択 して現れている｡ 同一の場面において可能な

複数の表現のうち, どの表現がより好まれるかを

見ることは,その言語の表現の志向性を語る際,

重要な判断材料にな りうるだろう｡

3.2.2 く残業帰 りのスパゲ ッティ)タイプ

例えば,｢残業帰 り｣｢いわ くつき｣のように日

本語では単一の名詞の形で存在する単語が韓国語

には存在 しないため,韓国語では,｢巷望% 晋tJl

ヱ (lit.残業を終えて)｣｢号音を 人巨召 (lit.複雑

な事情)｣のように,用言を含む形で現れる :

残業帰 り のスパゲ ッテ ィ)が,その 日は酒

に変わる｡ (篠田/9)

くせ望% 昔Ⅷヱ 雪盲 と卑711q)7T･含量 叫羽

黒中吉～ (Olブヨを/10-ll)

(lit.(残業を終えて 食べるスパゲッティ))
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葬儀の前に-悶着あったという,(

の遺影)だった｡(小池 /6))

いわくつき

有司l召ollを中骨 土をol望ol忍｡a (号音を 斗

瑠oloJ≒ eg瑠)oloiq.(且ヨCg/10)

(lit.(複雑な事情 がある遺影))

上の例は,韓国語において日本語の名詞 1が用

言を含む形に変わった上に,名詞 1と名詞 2の関

係を説明する ｢雪盲 (lit.食べる)｣｢OJと (lit.あ

る)｣ といった新たな用言を伴 って現れている点

で,3.2.1のタイプとは少 し異なる表現様相を見

せる｡

3.2.3 く読みかけの雑誌)タイプ

また,｢読みかけ｣｢洗いたて｣のように,｢-か

け｣｢-たて｣のような接尾辞を伴 って現れる日本

語の ｢名詞 (重名詞)十の+名詞｣は,韓国語で

｢用言+名詞｣の形で現れやすい :

ベ ットの中の成生が,(読みかけ の雑誌)か

ら顔を上げて尋ねた｡(山田/8)

召ql朝句 LT子且7T,(Slヱ OJta 沓スl)011月

盲% tEllヱ～ (Ol音瑠/10)

(lit.(読んでいた 雑誌))

ベ ットの中や,(洗いたての衣類の山の上)に

粗相をした｡(江囲 /12)

召印 判oll,(7̂tせot書き 其t:lロl朝)ql～(召

せ子 /12)

(lit.(先ほど洗っておいた衣類))

3.2.4 く間に合わせのメガネ)タイプ

以下は,｢間に合わせ｣ という概念を含む単一

の名詞が存在 しないため,韓国語では,説明的な

形で現れるタイプである :
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目医者に作 ってもらった (間に合わせ のメガ

ネ)をかけている｡ (湯本 /ll)

oJ斗 句斗7t(人月OJ召% せき 音ololl坐中立 書

中吉 01召)% 77lヱ OJ盟中.(ol̂j司/ll)

新 しいめがねを作る間に使うようにくれ

たほか )のめがねを)

3.2.5 く子どもの頃)タイプ

以下は, 日本語の ｢名詞 1十の+名詞 2｣にお

ける ｢名詞 1｣が垂名詞ではないのに,韓国語で

用言の形で現れるタイプである :

のころ),両親に連れられてあちこち旅

行 した｡(冷静とR/25)

(ol望 召)♀旦tj% 中年 ｡t%T阜 更% d18B憩中.

(tB増ヰ R/25)

(lit.(幼かった ころ))

のとき)初めてプラネタリウムを見た

ときのあの丸い天井を思い出した｡(新婚さん

/13)

(ol里 人1巻)司%旦呈 旦敷t=a書中t;11中音当 寺

ヨ 召せ% ttl%司711憩中.(̂J喜子早 /ll)

(lit.(助かった 時節))

3.3 日本語の ｢名詞 1+の+名詞 2｣における

｢名詞 2｣が韓国語で用言で現れる場合

以下は, 日本語の ｢空の美 しさ｣｢空気の清々

しさ｣のような ｢名詞+の+名詞 (イ形容詞から

の派生名詞)｣が,韓国語では ｢Ot書中喜 中吉

(lit.美 しい空)｣｢ĴJĴJ単 音71(lit.清 々しい空

気)｣のように名詞 2が用言に変わって語順の変

化を伴って現れるタイプである :

しか し,晴れた 日の (空 の 美 しさ),(空気



日本語の ｢名詞+の+名詞｣は韓国語でいかに現れるか

167

の 清 々 しさ),そ して (人 々の 純朴 さ) は,

東京とは比べものにならない,と自慢するとも

なく,雅也は語った｡(篠田/12)

コ司叫 ｡elt阜 せ句 (ot書中喜 中吉),(̂ĴJ単

音71),ユ司ヱ 小菅喜句 (土tj-,tを ｡T-%)阜 三

五 年旨 dl正 三 ～ (Ol瑠蚤/15)(lit.(匪
司空))(lit.く

す心))

清 々 しい 空気))(lit.(

このタイプの特徴としては,被修飾語の日本語

の名詞 2が (イ形容詞からの派生名詞)の場合が

多いという点である｡ 以下,類似の例を見てみよ

う｡

どこかにあの (脚の

とくウェス トの

)と,(胸の

美 しさ

大きさ

ていたら,～ (挑む/40)

olq 3̂7T･ス1(7Jq司)早,(書 7T一書)ヰ (7t旨

司司)早 (ヱ% 司早)喜 普ヱ OJ中里～

脚))と (lit.(大きい

ウェス ト))と (lit.(

胸))と (lit.

美 しい 肌を))

3.4 日本語の ｢名詞 1+の+名詞 2｣における

｢名詞 1｣が韓国語で現れない場合

例えば,｢自分の写真｣｢自分の指｣のような日

本語は,単語結合のレベルでは韓国語でも ｢し†句

T̂il(lit.私の写真)｣｢叫91台7t卑 (lit.私の指)｣

のように対応する形が存在する｡ しかし,実際の

言語場においては,次のように日本語と韓国語の

表現様相は異なる様子を見せる :

｢何の記念写真にするんです｣烏飼が笑いなが

ら聞き返すと,布美子は ｢最後の｣と言い,逮

慮がちに目をそむけた｡｢最後の写真をきちん

と撮 っておきませんと｡私は ( の写真)

を一枚 も持っておりませんから｣(小池/7)

I,Tス1°lt旦呈-･･･｡T-ス1°lt斗7J% Rllql皇 帝 tJFll

ol司ot憩ol且.ユ曽ス10.%t9-望 せ く¢極]人用 )

せせ)7*ヱ OJ旨 711愚% qlリ77T.(且ヨOcij/12)

(lit.私は (桓]¢写真)を一枚 も持っているの

かないから)

弥生はため息をつき, 目のまわりを軽 くもん

だ｡( の指)がつめた く思えた｡(江固

/10)

ot且olと 単音% 羽立,盲7t喜 7ttヨ711号召愚

中.([劃 ¢舎7t卑)ol斗沓711ヒ司忍中｡

(召せ子 /ll)

(lit.([劃 ¢指)が冷たく感 じた)

上記の例を見てみると,日本語では ｢私は (自

分の写真)を持っていない)｣｢弥生は～ (自分の

指)をつめたく思えた｣のように表現 していると

ころを,韓国語では,｢自分｣のところを言語化

せず,｢せ 人tXJ% 7*ヱ OJスl告q (lit.私は写真

を持っていない)｣｢Ot且Ol吉 舎7t卑ol斗脊711ヒ

司忍q (lit.弥生は指が冷たく感 じた)｣のように

表現 している｡ 韓国語でも日本語と同じ表現を選

択 しても非文ではないのに,韓国語では日本語と

異なる表現を選択 している,こうした点は,｢再

帰代名詞｣を巡る日本語と韓国語におけるの表現

様相の違いを示唆する重要な端緒になりうるかも

知れない｡

3.5 日本語の ｢名詞 1+の+名詞 2｣における

｢名詞 2｣が韓国語で現れない場合

以下は, 日本語の ｢名詞 1十の+名詞 2(方)

が｣という構文における名詞 2が韓国語では現れ

ないタイプである :
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何 も言わないうちから,紗織に ｢うそでしょ｣

と言われた (男の囲 )は,当惑 したように～

(篠田/10)

ol斗喜 斗ol可1ot早召 せ%ol盟ス上 干Ĵlloll曽

oToJt=a くせスt¢[劃)と 官尊と ej～ (olフ日

登 /13)

(lit.(男)は)

｢うちの-ウスの りんどうの (香 りの匝])が

似合うよ,きっと｣(篠田/13)

`̀♀司 可♀±9]%官普 く膏71¢桓])7t書 ol

%望 7A zi昔リ中.''(ol瑠尋/16)

(lit.(香 り)が)

｢猫より人間の (生活の囲 )が大事だろう｣(江

囲/15)

"ヱOotol旦中 相̂ 可 (̂B尊¢桓])ol亡1号且

斗杏凸T."(召せ子/15)

(lit.(生活)が)

韓国語でも日本語のように名詞 2の ｢方｣を言

語化 し,表現 しても非文ではないのに,韓国語で

は現れていない｡以下は,韓国語の ｢名詞｣が日

本語では ｢名詞十の+方｣という表現で現れた例

である :

甘スtさ せ土司喜 子 ol(召せ)旦呈 (lit.(玄関)

に)q7T7T～ (%T̂ole/170)

男は足音を殺 して (玄関の匝])へ行き,のぞ

き穴に目を当てる｡ (山田佳子 /74)

以下,類似の例を見てみよう :

バックミラーに映った運転手の眉毛が動いてい

る｡彼は時々,(私たちの )を窺 ってい
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るのだ｡(辻 /15)

甲ロl司ollt]ljiJ %召小史1盲増ol%司olヱ OJ

q.コ吉 ol中音 (♀司)喜 (lit.(私たち)を)

旦敦q-.(召せ司/14)

T̂曹き91旨oll当スl舘71♀1胡 711史書 召せoll

官軍 巻舌阜 望半可 司スl留吉中.ol音 今011月

王 (711せ)壬 (lit.(階段)は)Oll寺斗中.(可

ôlを/171)

暗闇であろうとこの (階段の匡互 )は全部身

についている｡ (山田佳子 /74-75)

阜主旨 目早リ散ol卑otil勇者jil句ヲIoJ甘スt7T

喜Ol7telot主 音ol喜司t:a司 7]♀ (望t=cijol)

oll月TLT(lit.(尻)で)を曹71望 嬰ol盟中.(斗

JAaを/172)

辛うじて (尻の あたり)で水面がゆらゆらす

る程度だった｡(山田佳子 /76)

例えば,｢名詞 1+の+名詞 2(語嚢的な意味

が希薄な名詞)｣において,被修飾語の名詞が

｢様子｣｢ほう｣｢あたり｣のように,語嚢的な意

味が比較的希薄な場合,韓国語では名詞 2が現れ

ない傾向が強いことが分かる｡

4.おわりに

本稿の計量調査では,日本語の ｢名詞+の+名

詞｣の全 616例のうち,219例,35.6%が先行研

究ではほとんど注目されてこなかった第 3の類型

で現れた｡これは,先行研究で指摘されている類

型 ｢名詞+句 (lit.の)+名詞｣の 182例,29.5%,

｢名詞+¢+名詞｣の215例,34.9%を上回る数

値である｡対照研究のみならず,言語教育におい

てもこの点は看過できないものだと言わねばなら
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ない｡ 日本語の ｢名詞+の+名詞｣が韓国語で

(第 3の類型)で現れる主な要因としては,日本

語における複合名詞や派生名詞のような (重名

詞)ないしは (重名詞句)の発達を挙げることが

できよう｡

本稿では,日本語の ｢名詞+の+名詞｣に対応
●●● ●

する韓国語の表現として ｢可能な表現もしくは現
●●● ●●
れうる表現｣ではなく,実際のテクス トで ｢現れ
●
た表現｣を研究対象とすることで,先行研究では

ほとんど注目されてこなかった (第3の類型)の

存在を明らかにした｡予め2言語間に ｢対応す

る｣要素を設定 して対照研究を行うのではなく,

実際にいかに現れたかを見る対照研究は,金恩愛

(2003)をはじめとする,一連の (表現様相)の

研究の一環として位置づけうるものである｡

《注》

(1) 金恩愛 (2003)を参照｡｢表現様相｣ とは,あ

ることがらを言語上でいかに表現するかという,

表現のありかたの総体を指す｡日本語と韓国語の

対照研究における表現様相論の研究は,同一の言

語場 (言語が行われる場)が与えられた時,日本

語ではどのような表現が選択され,韓国語ではど

のような表現が選択されていくのかを考察する研

究分野である｡ ここでは,現れうる,可能性とし

ての表現ではなく,実際にテクス ト上で現れた表

現をその研究対象とする｡

(2) 崖丁龍 (1978),張丞瑚 (1985),金善姫 (1993),

張股柴 (1997)などでも日本語の ｢名詞+の+名

詞｣に対応する韓国語の表現として研究対象とし

ているのは,｢名詞+句 (lit.の)+名詞｣のみで

ある｡

(3) ほとんどの学習書では,日本語の ｢名詞+の+

名詞｣における ｢の｣に対応する韓国語 として

｢仝1(lit.の)｣ を提示 して い るが,野 間秀樹

(2000),野間秀樹 ･村田寛 ･金珍蛾 (2007)で

は,ふつう日本語の ｢AのB｣は韓国語で ｢AB｣

のように ｢の｣が ｢¢｣で現れると説明 してい

る｡

(4) 例えば,安田吉実 ･孫洛範 (1973;1995),林四

郎他 (1991),時事英語杜辞典編集室 (1994),最

新 日韓辞典編集委員会 (1997),圭司巻 (1999)な
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どの日韓辞典や,菅野裕臣他 (1988),安田吉実 ･

孫洛範 (1989),油谷幸利他 (1993)などの韓 日

辞典の記述がその例である｡

(5) 時事英語社辞典編集室 (1994)の ｢雨里 日 tjl

皇主 せ (lit.雨降る日)｣と最新 日韓辞典編集委

員会 (1997)の ｢麻のハンカチ ｡̂tdll呈_里 書手

zJ (lit.麻でできた- ンカチ)｣の例のように,

｢91(lit.の), ¢｣以外の形で現れる例文がごく

一部載っているが,これについての説明はなされ

ていない｡

(6) 発表者による作例であるが,複数の日本語母語

話者の確認を得ている｡

(7) 野間秀樹 (2002)を参考に,①東京生まれの作

家による作品,② 1990年以後の作品,③現代を

背景にした作品,④テクス トに東京以外の方言が

著 しく混在 していない作品という,4つの原則に

基づ く｡

(8) 今回の調査では,｢手のひら｣｢手の甲｣｢うわ

の空｣のように 1単語 と認められる例は除外 し

た ｡

(9) 重名詞とは,複合名詞や派生名詞など,語嚢的

な意味が重層化され,意味的な比重が相対的に重

い名詞を言 う｡ 例えば,｢会社勤め｣｢忘れ物｣

｢怖いもの見たさ｣などがそのような例である｡
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